
◇学 生 ボ ラ ンテ ィア体 験

[は じめに]

　栄養 ク リニ ック開設 の 目的の ひ とつ と して、「実践力 の ある管理栄養士 養成 のために、在学

生が様 々なイベ ン トに参加 して、管理栄養士 としての資質の向上 を図 る」 ことが ある。平成14

年度 に改正 された新管理栄養士養成課程 は、各養成施設が各専門分野 の教育 目標 に沿 って、 ど

んな管理栄養士 を養成 したいかを特徴づ ける ものへ と変化 し、管理栄養士 に必要な専 門知識 や

技術 も、 これ までの 「もの」 か ら 「ひ と」へ と変化 した。

　大学 の正規 のカ リキ ュラムのなかでは、管理栄養士 に必要 な知識 やスキルが新 ガイ ドラ ンに

沿 って学習 で きるが、社会性 や生活感 の弱 い学生が、卒業後 に即、社会 のニ ーズに応 じた実践

力 を備 え、職場 の要望 に応 え られ るようにな るには、体験学習 のなかで培 われ たさまざまな状

況 に対応 で きる応用能力 が必要 であ る。 しか し、管理栄養士 の多 くの養成施設 は、実際 に研修

す る場 を もたないのが現状 であ る。 また、生活状況 が多様化 した現代社会 では、特定 の個人 や

多 くの人 々が置かれてい る状況 を共有 でき る管理栄養士が求 め られてお り、 自分 の考え による

一方 的な指導 で はな く
、相手 の置かれてい る状況 や人生観 な どを共有 し、真 の課題 を見つ け、

解決 す る能力 を身 につ けていか なければな らない。 ヒューマニズムや倫理観、 そ して どんな方

とも初対面 か ら気持 ちよ く応対 がで きるコ ミュニケー シ ョンカが求 め られ る。一般 の方が健康

や栄養 に対 して どの ような考 え を もってい るか、食材 に対す る季節感、経済性 や個人 の嗜好性

な どが理解 で きてない と支 援 はできない。栄養 ク リニ ックで開催 され るさま ざまな事業 に学生

ボ ラ ンテ ィアと して参加 す るこ とで、対 象者側 に立 った視線 での食事指導 や栄養指導が できる

キ ャ リアを身 に付 けて欲 しいと願 う。

　 当栄養 ク リニ ックで は、食物 栄養学科3・4回 生 お よび院生 を対象 に、学生 ボラ ンテ ィアを

受 け付 けて いる。本年度 の学生 ボラ ンテ ィア登録者数 は60名 であ り、栄養 ク リニ ック事業参加

者 は、学 内事業 で は、料理教室55名 、附小 ランチ300名 、 附小 おやつ講座12名 、大学祭17名 、

幼児 のおやつ と レシ ピ提供 による子育 て支援11名 、 自炊支援4名 であ った。学外事業 では、 さ

くらよさ こい祭10名 、 水辺 の栄 養 ク リニ ック10名 、 京 都女 子学 園創立100周 年記念 イ ベ ン ト

「京女DAY」5名 、東 山区地域連携事業 ・高齢者 の骨密度測定 と栄養相談9名 、 中信 ビジネ ス

フ ェア7名 であ った。 また、本 年度 はオ ム ロンヘル スケア㈱ との共 同研究 で行 った栄養相談

(個人相談29名 、集 団指導16回)に4回 生 ゼ ミ学生3名 が参加 した。

　 以下 に、 学生 ボラ ンテ ィアの体験記 の一部を紹介 す る。

[学生ボ ランティア体験記]

基礎の料理 講座:「 日本の煮 出 しの美味 しさに感動 し、 もっと料理 に挑戦 してみた くな った」、

基本的 な調 理法 の復習がで きてよか った」、「簡単 に料理 がで きるように工夫 されてい るが、で

きた料理 は豪華で美味 しく、感動 した」、 「魚の調理法 をマス ター した いと思 った」、「沢 山の新
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しい調 理法 を学ぶ ことがで きて大変勉強 にな った」、 「参加者 ととて も楽 しい時間 を共有す るこ

とがで きて よか った」、 「参加者が とて も和気 あいあい と楽 し く参加 されて いたので、 また参加

したい と思 った」、「中国料理 の豆知識が得 られ、食文化や料理 の背景 など も学 ぶ ことがで きた」、

「西洋 料理 では、 パエ リアやオニオ ンスープ も簡単 な調 理法 で作 れたので、 お客様 が家で作 っ

てみ よ うとい う気持 ちが よ く伝 わ ってきて、学ぶ ことが多 か った」、 「行事食で は旬 の食材の性

質を生か した料理で、野菜 の食感 を楽 しんだ り、野菜 その ものの味や甘み な どが調理 によって

引 き出され、盛 り付 けの工夫 によ り、 お もてな しの料理 に変化す るな ど、多 くの ことを学ぶ こ

とがで きた」 など。

パ ン作 り教室:「 お客様 と一緒 にパ ン作 りに参加 させ て もらったので、料理講習 を受 けたよ う

な気分 にな った」、 「パ ン料理 とカ ッ トフルーツでお しゃれな食空 間の演 出方法 な どを学ぶ こ と

がで きた」、「日常 の食事づ くりとは違 い、楽 しんでパ ン作 りに挑戦 してい る方 が参加 して いる

と感 じた」、「お子 さん と遊 んだ り、母親 か ら話 を聞いた り、料理以外 の ことも知 ることがで き

て、大変勉強にな った」、「参加者 の方 々とお話ができて、貴重 な体験 がで き、学ぶ ことが多 か っ

た」、 「和や かな雰 囲気 で、参加 させて も らって、 とて もよい経験 ができた」 な ど。

その他 の料理教室:「 料理 の説 明の仕方、参加

者か らの質 問に対す るア ドバ イスの仕方 な どを

学ぶ こ とが できよか った」、 「工夫 す ると、意外

と簡単 に豪華 な料 理 が作れ ることに驚 いた」、

「料理 の盛 り付 けや色彩 な どにつ いて も学べた」

「参 加者 の料理 に対す る関心 の高 さを知 る こと

がで きた」、 「年代 の異 なる方 に接 し、料理 に関

す る考え方 の違 いを知 るこ とがで きた」、「野菜

入 りのケ ーキは、野菜 の食感 や彩 りが楽 しめ、

野菜不足 の子 どもや 自分 たちのようなケーキ好 きにも、無理 な く野菜 の摂取 ができてよいと思 っ

た」、 「お客様 がア ッ トホームな雰 囲気 を楽 しみ、衛生 的で、落 ち着 いた環境 を とて も楽 しみ に

して参加 しているな ど、料理以外 の環境 づ くりの大切 さも学 ぶ ことができた」 な ど。

[コ メン ト]

　 当施設で の事業 に参加 した学生 たちの殆 どが、初 めての体験 であ ったが、各 自の役割 をよ く

理解 し、積極的 な態度で参加 して くれた。 また、大変 な作業 内容 が多 いに もかかわ らず、楽 し

んで参加 して くれ たことを何 よ りも嬉 しく感 じた。 また、 当施設 の料理教室 で使用 している台

所 は狭 く、一度 に参加者が2～3人 しか入 れないが、 ボラ ンテ ィアの学生 たちが、積極的 に洗

い物や片づ けを引 き受 けて くれ るおかげで運営 できている とい って も過言 ではない。学生た ち

は、普段接 したことのない年代 の方 々 と接す ることができ、貴重 な体験 が もてた ことを実感 し
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てい るよ うであ る。初 めての参加者 は とて も緊張 しているが、 回数 を重ねた学生 は全体 に気配

りを した り、 お客様 との 自然 に会話す る様子 が見 られ、成長 を感 じる。

　特 に学外 でのイベ ン トでは、長 時間であ ったが、実 際に沢 山の方 に接 し直接 お話 しす ること

がで き、貴重 な体験 がで きただ けでな く、大学 の広報活動 の一環 の事業 に参加で きた ことが嬉

しか った ようであ る。 そ して、 当施設 での料理教室 では 「料理 の知識や技術が まだまだ未熟 な

ので、 参加 の機会 を増や して欲 しい」、「参加者 が とて も熱心 で、雰 囲気 が楽 しい」、 「料理の技

術や知識が身 につ くので、できるだ け多 く参加 したい」、「もっと積極的 に参加者 とコ ミュニケー

シ ョンが とれ るようにな りたい」、「コ ミュニ ケー シ ョンを とることの大切 さと難 しさを学んだ」、

「調理技 術や知識 も不十分 な 自分 に気付 か された」、 「教 え るため には、実習 の手順 を しっか り

把握 してお くことの重要 さに も気付か された」な どの課題 点 も明確 にできたよ うである。

　 「学生対象 の料理教室 を開 いて欲 しい」な どの声 も多 く聞かれた。学生 たちの希望す る料理

教室 は、親子教室、初心者 向きの料理 、学生向 きの料 理、行事 食、京野菜 の料理、海外 の珍 し

い料理、介護食、疾病治療食な どで あ った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (木戸詔子)

料理教室 大学祭で の栄養 アセス メン ト

健康相談 イベ ン ト 水辺の栄養 ク リニ ック
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